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生き抜くために！
職場で地震にあっても
生き抜くために！
～事業所の防災 対 策～

　事業所の防災担当者と従業員を対象にした、地震対策映像教材です。日本では甚大な被害をもたらす大地震が、
いつどこで起きてもおかしくありません。職場で地震に遭遇しても命を失わず生き抜くためには、日頃から
どのような備えをし、命を守る行動をとれば良いのでしょうか？
　本作品では、ある職場の二人の防災担当者を主人公にしたドラマを通して、防災担当者になったら何をすれば
良いのかを描き、防災担当者と従業員に向けて、地震への正しい備えと避難行動を解説していきます。
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意図

防災映像教材
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ＤＶＤ 70,000円（税込77,000円）
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■ある企業の防災担当者の高倉は、若手女性社員の加藤を防災担当者として　
　指導することになりました。高倉は加藤に以下のことを説明していきます。　
企業の防災対策　2つの視点

あなたが防災担当者になったら

■オフィスで大地震が発生しました。高倉と加藤が職場の従業員に、適切な
　避難行動を指示していきます。

　揺れが起きても「これくらいなら大丈夫」「周りの人が逃げていないから自分も
　大丈夫」と思ってしまいがちですが、この正常性バイアス・同調性バイアスが
　災害時には避難を遅らせる原因になることを伝えます。　

もし、職場で地震にあったら

ある職場を舞台にしたドラマ教材で、前半は防災担当者向けパート、後半は従業員向けパートと
なっています。研修の用途に応じて、防災担当者向けパートだけ、従業員向けパートだけ、全編
通しての鑑賞と使い分けすることができます。

・オフィスの耐震性の把握、レイアウトの重要性。
・オフィス家具の固定の実践。
・エレベーターに閉じ込められた場合の対処法。
・水や食料、毛布などの備蓄品の確保。分散管理の推奨。
・オフィス待機の場合の家族と社員の安否確認の方法等。

・いち早く仕事が再開できるように防災対策をしておく。
・BCBを作成することが重要。BCPの意義と役割、BCPを
　作成する際の留意点。

①防災の視点

②事業継続の視点

・揺れが起きたら「まず低く、頭を守り、動かない」を実践する。

・火の元と避難経路の確認。適切な情報収集の方法。
・なるべく職場に留まる。もし帰宅困難者になったら？
・家族との連絡方法。
・会社の備蓄品、個人が用意すべき備蓄品の紹介。

発災時の対策

発災後の対策

●本DVDは、ご購入いただいた官公庁（都道府県市区町村・視聴覚ライブラリー・教育委員会・警察・消防等）や事業所（以下官公庁とあわせて「事業所等」と総称します）において下記の用途に限りご使用になれます。
　その場合は著作権処理を行うことなく、上映会や研修会等でご使用になれます。
　①DVDを購入した事業所等による非営利の上映　②DVDを購入した事業所等による非営利の団体貸出　③左記②の貸出を受けた団体による非営利の上映
※下記の行為はご遠慮ください。
　〇DVDを借りた団体による貸出（又貸し等）　〇入場料等をとっての上映　〇DVDの有償貸出
●企業でご購入の場合は、その企業自らが自社の従業員に対して上映や貸出を行うことができます。社外でのご使用や他社への貸与などこれらに含まれない方法でのご使用はできませんのでご注意ください。
●本DVDについて次の行為に該当する場合は、使用の可否や別途料金等について、必ず当社までご相談ください。
　・テレビでの放映　・ビデオオンデマンド等による配信
●著作権者に無断で、作品の一部または全部について複製・改変・放送・有料上映・公衆送信・送信可能化などの利用をすることは、著作権法違反となり処罰の対象になる場合があります。
●本DVDは業務用のため、中古ソフトとして販売を行うことは著作権法違反となる可能性があり処罰の対象となるおそれがあります。
●DVDビデオは映像と音声を高密度に記録したディスクです。DVDビデオ対応のプレーヤーで再生してください。パソコンなど一部の機種で再生できない場合があります。

発売元： 東映株式会社 教育映像部 営業推進室
 TEL.03-3535-3631　kyoiku_eigyo@toei.co.jp

監修：一般財団法人防災教育推進協会理事長　濱口和久
プロデューサー：光田雅樹　　脚本・監督：本間裕人　　撮影：知見雅　　編集：開保津章
企画・製作：東映株式会社 教育映像部　　制作協力：株式会社エスプリビジョン　　
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心に残る学びを。東映が贈る研修動画

他にも幅広い商品ラインナップを取り揃えております！
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